
科学研究費助成事業（科研費）
事業概要
○ 人文学・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までの
あらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させる
ことを目的とする「競争的資金」

○ 大学等の研究者に対して広く公募の上、複数の研究者(7,000人以上)が応募
課題を審査するピアレビューにより、厳正に審査を行い、豊かな社会発展の基盤と
なる独創的・先駆的な研究に対して研究費を助成

○ 第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３～７年度）に向け、「科研
費改革2018」等を踏まえた更なる制度の改善・充実

○ 科研費の配分実績（令和元年度）
・応募約10万件に対し、新規採択は約2.9万件
・継続課題と合わせて、年間約7.9万件の研究課題を支援

令和３年度要求・要望額 241,396百万円
(前年度予算額 237,350百万円)

2,000 

2,633 
2,566 

2,381 
2,276 2,273 2,273 2,284 

2,336 
2,372 2,374 2,414 

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

億円 科研費の予算額の推移

年度
（要求）（注）科研費の「基金」の予算額には、採択課題の研究期間全体の配分予定額を含む

(補正50億
を含む)

基金の導入

（令和３年度概算要求のイメージ）
令和3年度事業の骨子

1.研究成果の切れ目ない創出に向けた多様かつ継続的な研究活動
の支援の実現

2.研究環境の変化に柔軟に対応できる基金の充実

【参考:統合イノベーション戦略2020（令和2年7月17日閣議決定）における主な記述】
・若手研究者への重点支援と、中堅・シニア、基礎から応用・実用化までの切れ目ない
支援の充実に向け、競争的研究費の一体的見直しについて検討を行う。
・新興・融合領域への挑戦、海外挑戦の促進、国際共同研究の強化へ向けた科学研究
費助成事業等の競争的研究費の充実・改善を行う。

○「若手研究」等による支援を受けた優れた研究者が、コロナ禍においても切れ
目なく研究費の支援を受け、実力ある中堅・シニア研究者にステップアップす
るため、「基盤研究(A)(B)」を拡充。

○新型コロナウイルス感染症等の影響下においても、研究の進展に応じ、柔
軟に研究計画を見直しながら研究活動を継続できる基金化を引き続き推
進（国際共同研究強化（Ｂ））。

○新型コロナウイルスを始めとする未知の感染症など、緊急に実施する必要が
ある研究を支援する「特別研究促進費」の拡充。
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